
 

イネカメムシの防除対策について 
環境 技術 研究 室  本田 善之  

背  景  
 山 口県 で は 昭 和 40 年 代 に 発生 して いた イネ カメ ムシ がそ の後 は見 ら
れな く な り 、 平 成 22 年 頃か ら再 発生 し 30 年 以降 に急 増し た。 作型 の変
化が 要 因 の １ つ に あげ ら れ てい る。 また 、本 虫は 出穂 期の 吸汁 で不 稔籾
を生 じ さ せ 、 穂 揃 期以 降 の 加害 で斑 点米 を生 じさ せる ため 、早 急に 防除
対策 を 確 立 す る 必 要が あ る 。  
 
目  的  
 イ ネカ メ ム シ 等 斑 点 米 カ メム シ類 の防 除対 策を 確立 する 。  
 
具 体 的 な成 果  
１  防除 時 期  

不稔 籾に は出 穂期 、 斑 点 米 には 出 穂 8 日後 の防 除が 適期 （図 １）。  
 
２  効果 的 な 薬 剤 (斑点米 カ メ ムシ 類が 中発 生で 2 回 散布 ) 

地上 散布 では スタ ー ク ル 液 剤  > キラッ プフ ロア ブル  >エ クシ ード
フロ アブ ル の 順 で 効 果 が高 い（図 ２ 左）。ドロ ーン 散 布で も同 様の 順番
（図 ２右 ） で 、 ド ロ ー ン散 布の いず れの 剤も 地上 散布 と同 等以 上の 効
果を 示す 。  

 
３  粒剤 を 使 用 し た 防 除 体 系  

水深 3～ 5cm の 浅 水 条 件で はス ター クル 液剤 には 劣る がス ター クル
粒剤 、キ ラ ッ プ 粒 剤 の 斑点 米率は 0.3%で無 処理 2.3%に比 べ一 定の 効
果が ある (図 3 左 )。た だし 、10cm 以 上の 深水 条件 にす ると 防除 効果 は
劣る 。ド ロ ー ン 散 布 と 粒剤 の地 上散 布を 組合 せた 省力 防除 体系 では 、
ドロ ーン 散 布 (キ ラッ プ )+スタ ーク ル粒 剤の 方が 、ド ロー ン散 布 (スタ
ー ク ル )+キ ラ ッ プ 粒 剤 よ り 効 果 が 高 い 。 ま た 、 ド ロ ー ン 散 布 (キ ラ ッ
プ )+スタ ー ク ル 粒 剤 は 出穂 期に 散布 する より 、出 穂 5 日後 に散 布し た
方の 効果 が 高 い (図 3 右 )。  

 
４  発生 が 多 い 圃 場 、 多 発 生の 場合 の防 除  

 周 辺で 一番 出穂 の早 い圃 場や、ま わり を早 生で 囲ま れた 晩生 の圃 場
には イネ カメ ムシ が集 ま り やす く、不稔 籾や 斑点 米被 害が 多発 する（約
3.5 頭 /株 で 不 稔 籾 は 25%を 超え 、著し い減 収と なる ）。この よう な圃 場
では 、出 穂期 の 1 回 防 除 で は不 稔籾 しか 抑制 でき ない ため 、出 穂 7 日
後の 追加 防除 が必 要で あ る （図 ４）。  

 
５  少発 生 の 場 合 の 防 除  

 周 辺の 圃 場 が 出 穂 し て穂 が多 く存 在す ると イネ カメ ムシ が分 散す る
ため 、不 稔 籾 の 発 生 は 少な く減 収も 少な い。 この よう な圃 場で は、 出
穂期 の防 除 を 省 い て 出 穂 5 日後 ス ター クル 液剤 と出 穂 12 日後 キラ ッ
プフ ロア ブ ル の 防 除 に した 方が 、斑 点米 が少 ない （図 ５）。  

 
６  イネ カ メ ム シ に 加 え ク モヘ リカ メム シも 発生 して いる 場合 の防 除  

 両 種が 多発 して いる 場合 、 3 回の 防除 (出 穂期 +出 穂 7 日後 +出穂 14
日後 )が 必 要 。薬 剤の 組合 せは 、出 穂期 の防 除に クモ ヘリ カメ ムシ に効
果が やや 低い エク シー ド フ ロア ブル を利 用し、一番 重 要な 防除 時期 で
ある 出穂 7 日 後 に 効果 が 高 いス ター クル 液剤 を、残 効 の長 いキ ラッ プ
フロ アブ ルを 出 穂 14 日 後 に 利用 する こと が効 果的 であ る。また 、不 稔
籾が 25%を超 え な い と 予 想 され る場 合に は、 クモ ヘリ カメ ムシ の斑 点
米対 策を 主体 に出 穂 7 日 後と 14 日 後の 防除 を徹 底す る体 系と して も
よい （図 ６）。  

 
７  色彩 選 別 機 を 活 用 し て いる 場合 の防 除の 考え 方  

不稔 籾に よる 減収 を 防 ぐ こ とを 主体 と考 え、 少量 の斑 点米 被害 は色
彩選 別機 で は じ く こ と を想 定し てい るの であ れば 、出 穂期 の防 除を 主
体と して 後 半 の 防 除 を 省く こと もで きる 。た だし 、多 発生 の場 合に は



 

出穂 期の 防 除 後 7 日 程 度で 再び イネ カメ ムシ が大 量に 再侵 入す るこ と
があ るの で 、発生 に 注 意 す る。少発 生の 場合 、早 生品 種で は出 穂期 +出
穂 7 日後 の 2 回 防 除 を 徹底 すれ ば、 以後 に出 穂す る近 隣の 圃場 では 出
穂期 の防 除 の み で 発 生 が抑 えら れる 。イ ネカ メム シの 防除 対策 をフ ロ
ー図 にま と め た （ 図 ７ ）。  

 

図 1  各 防 除 時 期 に よ る 不 稔 籾 と 斑 点
米 の 防 除 効 果 (R2 山 口 ) 

図 2 地 上 散 布 (左 、 R5 山 口 )と ド ロ ー ン
散 布 (右 、 R4 山 口 )の 薬 剤 別 試 験  

図 3 各 種 粒 剤 の 効 果 試 験 (左 、 R6 山 口 )
と ド ロ ー ン と 組 合 せ た 粒 剤 の 散 布 時 期
を 変 更 し た 試 験 (右 、 R7 山 口 ) 

図 4  多 発 生 時 の ド ロ ー ン 散 布 の 散

布 回 数 試 験 (R 3 山 口 ) 

異 な る ア ル フ ァ ベ ッ ト 小 文 字 は G L M に よ り

有 意 な 差 が あ る こ と を 示 す  

図 5 発 生 が 少 な い 場 合 の 防 除 時 期 別 の 斑

点 米 の 抑 制 効 果 (R7 山 口 )  

図 6 イ ネ カ メ ム シ に 加 え ク モ ヘ リ カ

メ ム シ が 発 生 し て い る 場 合 の 防 除 時 期

別 の 斑 点 米 の 抑 制 効 果 (R7 山 口 )  図 7 防 除 対 策 の フ ロ ー 図  
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２反復　１区2か所調査　薬剤は所定日に電動散布器でスタークル液剤10の1000倍液を100L/10a散布。不稔籾調査は1カ所50穂、斑点米
調査は1カ所１株１穂で300穂を採集 。ヒノヒカリ定点不稔籾率は、大内のセンター内でH9～H12、H14～H23、H29～R2の18年間のヒノ
ヒカリの定点圃場において、20株の穂から不稔籾率を調査した値(農薬を含む栽培管理は農試慣行による)の平均値

57.4%

41.3%

9.2% 11.7%

25.3% 23.7%

13.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

不
稔
籾
率

<参考>

ヒノヒカリ

定点不稔籾率

a
b

c d

e e

13.31%

3.41%

0.64% 1.15%
0.38% 0.43%

0%

5%

10%

15%

無処理 出穂期前-5日

と+14日

出穂期+0日

と+14日

出穂期+0日

と+21日

出穂期＋8日

と+14日

出穂期＋8日

と＋21日

斑
点
米
率

被害粒率

出穂期5日前
出穂期0日後

出穂期8日後(穂揃期)

出穂期14日後(乳熟期)

出穂期21日後(糊熟期)

無処理 A区 B区 C区 D区 E区

a

b
c d e e

0.309 

0.099 0.052 

1.233 

0.000

0.200

0.400

0.600

0.800

1.000

1.200

1.400

エクシード キラップ スタークル 無処理

斑
点

米
率

%

0.219 
0.085 0.047 

2.343 

0.000

0.500

1.000

1.500

2.000

2.500

スルホキサフ

ロルドローン

エチプロール

ドローン

ジノテフラン

ドローン

無処理

斑
点

米
率

%

0.047 
0.265 0.287 

2.343 

0.000

0.500

1.000

1.500

2.000

2.500

スタークル

ドローン2回

スタークル

粒剤

キラップ粒剤 無処理

斑
点

米
率

%

0.066 

0.291 

0.045 

1.236 

0.000
0.200
0.400
0.600
0.800
1.000
1.200
1.400

スタークル

ドローン2回

出穂期

キラップ

ドローン

+スタークル粒剤

出穂5日後

キラップ

ドローン

+スタークル粒剤

無処理

斑
点

米
率

%

12.8
17.2 16.4

32.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

不
稔

籾
率

%

0.478 
0.054 

0.399 

1.898 

0.000

0.500

1.000
1.500

2.000

手散布

出穂期散布

ドローン

出穂期+

７日後散布

ドローン

出穂期散布

無処理斑
点

米
率

% 0.025 0.066 0.111 0.013

1.236 

0.000
0.200
0.400
0.600
0.800
1.000
1.200
1.400

3回防除

エクシード

+スタークル

+キラップ

出穂期

スタークル

+出穂5日後

キラップ

出穂期

スタークル

+出穂12日後

キラップ

出穂5日後

スタークル

+出穂12日後

キラップ

無処理

斑
点

米
率

%

0.070 0.081
0.026

0.190

0.004 
0.043 

0.013 

0.561 

0.000

0.100

0.200

0.300

0.400

0.500

0.600

出穂7日後

スタークル

+出穂14日後

キラップ

出穂期

エクシード

+出穂7日後

スタークル

出穂期

エクシード

+出穂7日後

スタークル

+出穂14日後

キラップ

無処理

斑
点

米
率

%

イネカメムシ被害粒率

クモヘリカメムシ被害粒率


